創世記22章　2012/10/30
Reporter:ハ

ハロウィン・・・ケルト人の新年を祝う祭り。収穫、年収めの意味がある。

先祖たちの霊が出る、などの言い伝えがあるので、カボチャのランタンを置く。ケルト人達は宗教的に言えば、アニミズム、キリスト教と反発したりする面も多く、キリスト色の強い地方ではハロウィン禁止だったりもする模様。成人の日の前の日らしい。

（21章残り。）

アビメレク・・・アブラハムと条約を結んだ王。

（22章）

テーマ

神に選ばれしアブラハム、独り子を屠る　〜秋の生贄フェスティバル〜

ハの読後感想文
1 「神はアブラハムを試した」うわぁ…試すようなことする人（神）って…
遠い地まで行くのに葛藤させようとしたのでは。（五）
まだ願いも叶ってないのによく信じられたな・・・（S）

ユダヤ教じゃない異教の神の風習じゃない？（T）

二人の若者を連れて行ったのは？（ツ）

→生贄の風習は「カインとアベル」から始まる。

原罪に対する生贄という意味合いがあるらしい。人が犯した罪なので人で償うのがベスト、だとか。（ハ）
何故生贄を捧げるか・・・全て神様から貰った物、という意識がはじまり。一番最初に採れた動植物を捧げたりする。
焼き尽くす捧げ物・・・当時の普通の生贄は一番いい脂の部分を焼いていた。（赤身の肉を食べていた。）焼き尽くす、とは全部燃やしてしまう、つまり全部神の物として全てを生贄に捧げる、という意味合いがある。原罪に対する贖い、などは事後的に付けられた考え方

と思われる。

イサク・・・神からの授かりもの。本来ならいつ取り上げられてもおかしくない？
生贄の要求は前項でサラが神の与えた家督という権利を疑ったことへの意趣返しかもしれない？→アブラハムは心残りかつ納得はいかないかもしれないが、文句は言えない。
（山本先生）

+α

復活させてくれると信じて生贄にした？イエスは復活させてくれると信じて十字架にかかった？「人が死なない」と「人は死ぬけど復活する」という言葉の違いとは？

「死んだ人間」を「死んでない」ことにする危険性（部屋をそのままにする、心のなかで生きてる、といった・・・）→葬式は死を受容するためにある。

キリスト教は「永遠の命」とはいうが、「不死」とは言わない。「この人は死んだ」と言い切る。

葬式では、「天国で安らかに眠ってる」と言わないようにしている。「この人は死んだ」が、そこに意味がある。という言い方をする。

死ぬことが無意味なのではなく、死んでさえいても、なお蘇らせる、からこそ意味がある？

例えば震災で親族を亡くした人に「天国にいらっしゃいますよ」というのは慰めになるのか？一緒に泣くこと、一緒に苦しむことこそが救いなのでは。

質問　何故イサクは殺されなかったのか？（ハ）
ひとつの例・・・広島の生き残りの人は「自分たちも死んだ」と思っている。その「死の体験」の意味とは？

→ヘブル書「死者の中から」生き返った、とある。11:11イサク（＝「死んだも同様の人」）から大勢の子孫が生まれてきた。

死んだも同様・・・何をもって人間は死ぬのか。「死んだも同然」「死ぬ思いをしたら記憶を失う」etc...

→一つの解答としては、「死んだから生きてた？」
イエスの死について

異端の意見は→「肉体は死んだけど、キリスト自身は苦しむことなかった」とかよくいう。

でも「人間であって、神である（≠半身半人）」イエスが、人間と同じように苦しんでくれた、から救いなんでは？

アブラハムの信仰は、「信用する」「諦める」というより「任せる」？

3 アブラハム行動はえー
5 アブラハムはなぜ「礼拝をしてただ戻ってくるダケヨ」と嘘をついたのか？

蘇らせてくれると信じていた？

8 アブラハムは確信があって「主が備えてくれる」と言ったのか？それとも適当？

本当に備えてくれると思っていた。
9 イサクは縛られている途中で抵抗しなかったのか？

イサクもなんとなく理解していた？
13 「目を凝らす」

14 命名権って当時は乱用できたのかしら？
16-18 試したわりには、またすぐに成就しなさそうな約束を…
レポーターによる解説
(22:2) モリヤってどこよ

→イエスが亡くなったエルサレムのゴルゴダという説があるが、はっきりとはしない

(22:9) イサクは当時30歳ごろと推定される。オッサンやん（イエスと重ねているのでは？）
→イエスのためにイサクがいた、のではなく、イサクがイエスの型であった。

人の死に合理的な説明があっても意味があるのか？

人の死はどういってみても「不条理」→その不条理をどう受け入れるのか。

「天国のストーリー」って結局不条理に合理的な説明をする行為。不合理に対して不合理なまま受容させるのが宗教。

信じる、信頼→信じられないものを信じるのが、「信頼」である。

(22:19) ベェル・シェバってどこよ

(22:20-24) 別添資料#1
→創世記21:22-34を参照

レポーター調べ

【解説】ヘブル11:18-19
上記の箇所曰く、

・アブラハムはイサクが死んでも生き返ると思っていた・・・？

・イエスが死んで生き返ったのを示唆していた。（～型です。とはおそらくそういう意味）

レポーター‘s pick up
1 神はアブラハムを試した…
→性格悪くない？

2 アブラハムは一番の希望を捨てる決心をした…

→寮の一番の「希望」は何だろう
寮生？（S）
建造物（ツ）

3 レポーターの一番の「希望」は学歴かなあ。

→みなさんは？

自分の命（T）

考える力（五）
前例の有無（瀧）
④何を一番に信じて生きてますか
何も信じてない、都合良く。（ツ）
俺自身（瀧）

信じるっていうか、積極的に楽しもうとする（S）

信じているものに根拠ある？→根拠求めちゃうと怖くなる。

苦労をしても、希望を失なうな？

→むしろ、どんな苦労をしても失わないような希望＝信仰なのでは。

→試練を受けないと見つからない物なのかもしれない。

愛しか無い！→根拠が無くても信じれるもの。（瀧）
希望→実現したら希望じゃなくなる
ではどうして希望を持ち続けられる（実現できなかったときも）→自分の限界と考える目標設定をするから？

予定論

→神様が救う人と救わない人を予め決めている…。

そう信じ続けるために勤勉になる。

→救われたという確信はできないが、それを確かめ続けようという感覚。（→結果裕福になる…。）
資料#1（一部省略）

テラ

　├アブラハム

　│　├イサク

　│　└イシュマエル

　├ナホル

　│　├ウツ

　│　├ブズ

　│　├ケムエル

　│　├ケセド

　│　├ハゾ

　│　├ピルダシュ

　│　├イドラフ

　│　├ベトエル

　│　│　└リベカ

　│　├テバ

　│　├ガハム

　│　├タハシュ

　│　└マアカ

　├ハラン

　│　└ロト

　└サラ
（次の次の章くらいにリベカ登場するのでその際参考に。。。）

資料#2
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補足「イシュマエルがイサクをからかってた。」→笑っていた、という意味らしい。サラは「イシュマエルがイサクから権利を取ろうとしていた」と考えた。神の与えた「笑い」を信用できなかった、という話かもしれない。















